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〈 大 会 日 程 〉 

 

9 時 30分～     受 付・弁当申込  教育２号館 2F キャリアプラザ前 

 

10時 00分～12時00分 自由研究発表 第 1会場 教育２号館 2202講義室 

                     第 2会場  教育２号館 2203講義室 

第 3会場 教育２号館 2204講義室 

 

12時 00分～13時00分  理事会・昼 食   教育 1号館第2非常勤講師控室 

 

13時 00分～13時30分  総 会        教育２号館 2204講義室 

 

13時 30分～16時00分  公開シンポジウム   教育２号館 2204講義室 

 

テーマ「ＩＣＴ活用による授業実践と課題」 

 

シンポジスト   松田 孝 先生（愛和小学校校長） 

          鈴木 二正先生（慶應義塾幼稚舎教諭） 

          滑川 敬章先生（千葉県立柏の葉高等学校教諭） 

コーディネーター 田子 健 先生（東京薬科大学教授） 

 

16時 15分～18時00分 情報交換会・懇親会     学生会館 

 

 ＜大会参加要項＞ 

1. 受 付：11月30日（日）、9 時30分から教育２号館 2F にて行います。 

    お弁当の希望者は１０時までの間に申し込み下さい。 

 

2. 参加費：会員は、1,000 円、非学会員は、1,500 円、院生・学生は 500円。 

   ＊発表要旨集代を含んでいます。＊非学会員の午後からの参加は無料です。 

 

3. 学会費：2014年度会費は、5,000 円です。（2013年度以前の会費が未納な  

  方は合わせて納入下さいますようお願い致します） 

 

4. 情報コーナー：当日、研究発表資料や配布を希望する資料等をお持ちの方は、 

受付までお持ち下さい。 

 

5. 情報交換会：会員・非学会員は 4,000 円です。院生・学生は、2,000円です。 

 

6. 昼 食：周辺に飲食店やコンビニエンスストアはございません。 

予めご用意頂くか受付時に申し込みください。 
 

7. 駐車場：学校内には駐車場はございませんので、公共交通機関をご利用下さい。 

 

8. 連絡先：玉川大学教育学部 工藤亘（第 22 回大会実行委員） 

     〒194-8610 東京都町田市玉川学園 6-1-1 

     ＴＥＬ 042-739-8026 Ｅ-mail  kudow@lab.tamagawa.ac.jp 

＊当日の大会本部は、教育２号館 2201 講義室になります。 

mailto:kudow@lab.tamagawa.ac.jp


 

大会会場 東京薬科大学 教育２号館２階 
 

・自由研究発表、総会、シンポジウムを行います。 

・理事会は教育１号館２階第２非常勤講師控室で行います。 

 

 

図書館棟へ 
  

階段 

   
２２０７ 

実習室 
 

2210 

実習室 
 

↑ 
   

    
    

  
トイレ 

 
          トイレ 

 
  

  
 

      
  

受付 
     

1203 

講義

室 
  学務課  

生命科学部 

第 2非常勤

講師控室 

理事会 

実務実習

室 

キャリア 

センター 

    
キャリア 

プラザ 

2201 

講義室 

大会本部 
シンポジ

スト控室 

2202 

講義室 

第１会場 

2203 

講義室 

第２会場 

  

2204 

講義室 

第３会場 

総会 
シンポジウム 

  
教育 1 号館２階 

     
教育 2 号館２階 

  

教育 1 号館と教育 2 号館は連続した建物です。 

 

東京薬科大学へのバスの時刻表 

 
 

 

東京薬科大学の周辺地図 
より詳細な地図と説明を下記 URL からご覧いただけます。 

http://www.toyaku.ac.jp 
 

 

 



 

座 長   滝沢 和彦  （大正大学） 

 

10時 0０分  

  教員免許更新制の改善に関する研究 

-現職教員の必修領域選好度調査結果を中心に- 

田子 健   （東京薬科大学） 

工藤 亘   （玉川大学） 

森山 賢一  （玉川大学） 

10時 3０分 

  学園史の授業から深める近代史の理解と地域社会との関わり 

-戦前地方都市における私立女子中等教育を通じて- 

飯森 明子  （常盤大学） 

１1時0０分 

道徳教育の新時代 

-「特別の教科 道徳」と教員養成校の責務- 

池田 哲之  （鹿児島女子短期大学） 

１１時 30分 

南極昭和基地とのライブ中継を通した「南極教室」授業の実践 

-第 53次日本南極地域観測隊員との交流を通して- 

千葉 雄司  （慶應義塾幼稚舎） 

 
 

座 長   川本 和孝  （玉川大学） 

 

10時 0０分 

  tapを通したインターンシップで習得した能力や要素についての一考察 

     工藤 亘   （玉川大学） 

10時 3０分 

 体験学習サイクルを用いた学級経営 

     下鶴 唯   （多摩市立愛和小学校） 

     工藤 亘   （玉川大学） 

11時 00分 

   学校にサイエンスミュージアムを作ったらどんなことができるのか 

     相場 博明     （慶應義塾幼稚舎） 

柊原 礼士     （慶應義塾幼稚舎） 

千葉 雄司     （慶應義塾幼稚舎） 

斉藤 裕一郎   （慶應義塾幼稚舎） 

桑山 美冴     （慶應義塾幼稚舎） 

１１時３０分 

    小学校２年生のタブレット端末を活用した授業実践 

            鈴木 二正     （慶應義塾幼稚舎） 

西山 由麻     （慶應義塾大学大学院） 

大川 恵子    （慶應義塾大学大学院） 

 

自由研究発表 第 1会場 10時0０分 ～ 12時 00分（２２０２講義室） 

自由研究発表 第 2会場 10時0０分 ～ 12時 00分（２２０３講義室） 



 

座 長   原田 恵理子  （東京情報大学） 

 

10時 0０分 

小学校・中学校連携に関する学校心理学的研究 

荒嶋 千佳   （跡見学園女子大学大学院） 

奥田 奈津子  （跡見学園女子大学大学院） 

久野 優実   （跡見学園女子大学大学院） 

山口 豊一   （跡見学園女子大学） 

10時 3０分 

 女子大学生の発達障害児子育てイメージの考察 

-半構造化面接を用いて- 

鹿子田 睦月  （跡見学園女子大学大学院） 

新 彩子    （跡見学園女子大学大学院） 

山口 豊一   （跡見学園女子大学） 

１1時0０分  

  不快に感じるストレスにどうつきあうか 

-Think Globally, Act Locally（生態系サービスへの感謝）- 

      柏 賴英    （日本学校心理学会学校心理士） 

森山 賢一   （玉川大学） 

１１時３０分 

  思春期におけるアンビバレンスへの対応の具体的教育実践        

-DEEDと DOER の認識- 

森山 賢一   （玉川大学） 

柏 賴英    （日本学校心理学会学校心理士） 

 

＊自由研究発表会場終了後、13 時 00 分までを休憩および昼食の時間といたします。 

 

 

挨 拶   森山 賢一 （玉川大学教授 教育実践学会会長） 

 

テーマ『ＩＣＴ活用による授業実践とその課題』 
 

シンポジスト    松田 孝 先生（多摩市立愛和小学校校長） 

           鈴木 二正先生（慶應義塾幼稚舎教諭） 

           滑川 敬章先生（千葉県立柏の葉高等学校教諭） 

コーディネーター  田子 健 先生（東京薬科大学教授） 

挨 拶    田子 健 （東京薬科大学教授 第２2回大会実行委員長） 

自由研究発表 第 3会場 10時0０分 ～ 12時 00分（２２０４講義室） 

理 事 会   １2時 0０分 ～ 13時 0０分 （第 2 非常勤講師控室） 

総 会   １3時 00分 ～ １3 時30分 （２２０４講義室） 

公開シンポジウム １3時 30分 ～ 16 時００分 （２２０４講義室）  

情報交換会・懇親会 １６時 15分～ 18時0０分 （学生会館） 



 

公開シンポジウム 
 

１3 時 30 分 ～ 16 時００分 （２２０４講義室） 

 

テーマ『ＩＣＴ活用による授業実践とその課題』 
 

シンポジスト   松田 孝 先生（多摩市立愛和小学校校長） 

 

          鈴木 二正先生（慶應義塾幼稚舎教諭） 

 

          滑川 敬章先生（千葉県立柏の葉高等学校教諭） 

 

コーディネーター  田子 健 先生（東京薬科大学教授） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

松田 孝（まつだ たかし） 

 

■略歴 

多摩市立愛和小学校校長。 

東京学芸大学教育学部卒、上越教育大学大学院修士課程修了。 

東京都公立小学校教諭、指導主事、主任指導主事（指導室長）を経て、多摩市立東

愛宕小学校（現、愛和小学校）に就任。 

 

iPadをはじめとするICT教育により、授業、教員そして地域のリデザインを促し、

新たな教育の地平を拓いている。 

「ICT機器の現場への導入は多大な費用を必要とします。企業などとのコラボレー

ションによって教育を学校現場から変えることができるのではないか。校長がアン

トレプレナーシップを発揮することで、教育は学校現場から変えられると信じてい

ます。」 

 

■「ICT活用による授業実践とその課題」について 

学校現場にタブレットPCが配備されるようになって、その利活用に注目が集まっ

ている。しかし子どもたちは一日の学校生活、授業場面でタブレットPCをどれほど

活用しているのだろうか？ 

 

多くの自治体ではパソコン教室のデスクトップPCの入れ替えを名目に40台前後の

タブレットPCを配備しているのが実情である。学校規模が300,400,500人のところで、

タブレットPCの活用ログをとって人数割すれば、限りなく0に近いことは容易に想像

される。そんな現状においてICT活用の成果云々などは言えるはずがない。活用と非

活用の有意差が測れるまでにタブレットPCを活用できる台数の確保とそれを必要不

可欠なツールとして使いこなそうとする教員のマインドセット、チェンジが最大の

課題である。 

 

確かにこれまで日本における教科教育は、指導法や授業展開において多くの知見

を生み出してきたが、それはここ数年の間に劇的な発展をとげたテクノロジーを当

たり前のプラットホームとして構築されたものではない。現状、多くの教員はこの

乖離に直面して戸惑いを隠しきれないでいる。 

 

このような状況下、本校では曲がりなりにも 1 年間継続的に、タブレット PC を子

どもたち一人に 1 台貸与して、教育実践してきた。その現場に校長として立ち会い、

感じたことを率直に述べさせていただき、テクノロジーを当たり前に活用した新し

い教育 Style、新しい授業づくりに向けたきっかけとしたいと考えている。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

鈴木 二正（すずき つぐまさ） 

 

■略歴 

1998 年 3 月 慶應義塾大学大学院 政策・メディア研究科 修士課程 修了。 

村井純研究室にて、インターネットと教育についての修士論文を執筆 

1998 年 4 月より慶應義塾幼稚舎 教諭 

最初の６年間は、新規科目である「情報科」を立ち上げて、カリキュラム作成と情

報教育を担当。授業と共に、幼稚舎内のコンピュータネットワークの構築およびサ

ーバ管理、教員校務の情報化を推進。2005 年～2006 年の 1 年間、慶應義塾派遣留

学生として、米国ボストンにあるタフツ大学教育工学研究所の客員研究員を経て、

2007 年 4 月より、慶應幼稚舎にて担任教諭（現在に至る）。 

 

著書など 

◆著書『コンピュ-タと友だちになる本 子どものためのＩＴ教科書』（小学館） 

◆邦訳『レゴブロックと ROBOLAB で学ぶエンジニアリングアプローチ（カットシ

ステム） 

◆共著『IT2001-なにが問題か』（岩波書店） 

◆共著『21 世紀のこどもたち-初等･中等教育のモデルを求めて』（慶應義塾大学出版

会） 

◆監修『りらっくまドリル』シリーズ（主婦と生活者） 合計 10 冊 

◆監修『イナズマイレブン GO 学習ドリル』シリーズ（主婦と生活者） 合計 3 冊 

ソフトウェア開発など 

◇『学校向け BackOffice ツールキット』開発（マイクロソフト社） 

◇『おじゃる丸 かずあそび』『おじゃる丸 ことばあそび』監修（イーフロンティア） 

◇小学生向けポータルサイト『きっず goo』特別協力パートナー 

◇『Robolab』（プログラミングソフトウェア環境）version2.9 日本語版開発 

論文・研究活動など 

○芳賀・鈴木・大谷、「検定済教科書等のデジタル化に関する課題の検討～デジタル

(検定済教科書の無償化やオープンアクセス化の可能性～」、電子情報通信学会、

2014.7.3 

○鈴木・西山・大川、「慶應義塾幼稚舎におけるタブレット授業の実践～小学校１年

生からの ICT 教育～」、日本デジタル教科書学会 2014 年度年次大会（新潟大会）実

践発表、2014.8.16 

○芳賀・鈴木・大谷、「教育用デジタル著作物の権利処理・調整コンソーシアム設立

の提案」、日本デジタル教科書学会 2014 年度年次大会（新潟大会）ポスターセッシ

ョン、2014.8.17 

 

現在の研究テーマは、「初等教育における ICT 活用推進に関する研究」。具体的に

は、実際の小学校教育の現場において、IWB やタブレットなどの ICT 機器を導入・

整備して、ICT を活用した授業実践を持続的かつ継続的に行っている。実際の授業

場面では、教師が一人で対応するのではなく、TA や、授業配信・授業記録・授業解

析などの専用チームを作って対応。授業場面の映像記録や、子どもたちからのヒア

リングやアンケート調査などを基にして、ICT を活用した実践事例を分析し、効果

が期待できる教科、授業場面について整理。従来型の通常の授業と、デジタル教科

書やタブレット端末を使った ICT 活用授業の比較検討から、ICT の活用が有効な指

導方法やモデルカリキュラムを研究開発。また、ICT 活用により期待される教育効

果についても整理を行い、教育効果の測定の方法の確立と、測定結果の検証方法に

ついても研究を行っている。 



 

滑川 敬章（なめかわ たかふみ） 

 

■略歴 

1989 年 3 月 千葉大学大学院教育学研究科修了 教育学修士 

1989 年 4 月 千葉県公立学校教員として千葉県立沼南高等学校に着任 

以降，柏市立柏高等学校，千葉県立柏西高等学校を経て， 

2007 年 4 月から，千葉県立柏の葉高等学校勤務 

千葉県で初となる情報に関する専門学科「情報理数科」の立ち上げを行

う 

学科主任 

全国専門学科「情報科」高等学校長会 事務局 

 

■著書など 

・共著「情報心理－情報メディアと行動心理」（日本文教出版） 

・その他，高等学校の情報科の教科書，副教材などを執筆 

 

■テーマ「ICT 活用による授業実践と課題」に関する意見等 

情報科では，授業で毎回 ICT 機器を使用している。これは，「わざわざ使う」とい

う感覚ではなく，ノートや鉛筆を使うように自然なものであり，今回のテーマにあ

る「ICT 活用」とはちょっと感覚が違うかもしれない。授業では，ICT 活用のスキル

や必要な知識を学ぶ場面もあるし，ICT を活用してさらに学ぶこともある。 

最近の実践を一つ例として挙げると，「統計を使った問題解決」がある。この授業

では，身の回りの具体的な問題を解決する実習の中で，情報機器や情報通信ネット

ワークの活用とともに，統計的な問題解決を意識した指導をしている。 

情報科における ICT 活用の課題としては，次のようなものが挙げられる。 

・タイピング等の基本リテラシーの低下 

・ICT 活用以前の言語力，論理的な思考力の低下 

・コンピュータやネットワーク環境の管理，更新・整備 

・学校内での管理者の不在 

高校生のリテラシーは，情報機器の普及とは逆に低下しているように感じている。

これは，スマートフォンやタブレット等の普及の影響もあるのではないかと考えて

いる。 

一般的に，高等学校での ICT 活用は小中学校に比べるとまだまだという印象があ

る。高等学校は，小中学校と比べて教科による個性が強い。そのため，ICT 活用は学

校の組織的な取組ではなく，「人」によるものとなってしまいがちである。 

授業で ICT を活用しようとするとき，生徒が情報科で学んでいることを，他教科

の先生が理解することが必要であると感じている。生徒たちが持っているリテラシ

ーが分かっていないと，他教科での ICT 活用は進まないのではないだろうか。また，

高等学校３年間のカリキュラムの中で，ICT 活用を前提とした配慮が必要であるとも

感じている。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 
 

教育実践学会第 22 回大会実行委員会 
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